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１．修士論文

 修士論文は，学位申請者が主体的に取り組んだ研究成果からなり，専門分野に

おける高度な研究手法の修得を示す新規性を有していなければならない。

論文審査に当たっては，以下の評価項目を考慮しつつ，総合的な評価を行う。 

（１）研究課題の設定

学術的，社会的に有益な研究課題が明確に設定され，表現されているか。

（２）先行研究の理解と提示

当該分野の先行研究に対して，必要十分な調査が行われているか。また，論旨

を展開する上で適切に言及されているか。

（３）研究方法

研究目的に沿った適切な研究方法がとられているか。

（４）論証方法や結論の妥当性と意義

問題設定から結論に至る論旨が，論理的に展開されているか。また，当該分野

において新規性を持った学術的貢献及び社会的貢献が認められるか。

（５）論文の形式・体裁

語句の使い方や文章表現が的確にされ，学術論文としての体裁が整っているか。 

２．特定の課題についての研究の成果

 「特定の課題についての研究の成果」は，学位申請者が主体的に取り組んだ作

品と副論文からなり，専門分野における高度な研究手法の修得を示す新規性を有

していなければならない。

 「特定の課題についての研究の成果」の審査に当たっては，以下の評価項目を

考慮しつつ，総合的な評価を行う。

（１）研究課題の設定

学術的，社会的に有益な研究課題が明確に設定され，表現されているか。

（２）先行研究，作品の理解と提示

当該分野の先行研究，作品に対して，必要十分な調査が行われているか。また，



これから得た知見が作品制作に活用されているか。 

（３）研究，制作方法 

研究目的に対し適切な研究制作方法がとられているか。 

（４）作品の制作方法，技術力と意義 

出来上がった作品が，設定課題に応える十分な表現になっているか。また，当

該分野において，新規性を持った技術的，芸術的貢献及び社会的貢献が認められ

るか。 

（５）副論文の形式・体裁 

語句の使い方や文章表現が的確にされ，学術論文としての体裁が整っているか。 

 

 


